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   教育委員会定例会（平成２５年５月）会議録    

１．日   時 平成２５年５月９日（木）１５：００～１７：４０ 

２．場   所 新居浜市庁舎３階 応接会議室 

３．出 席 者 委 員 長  伊藤 嘉秀 

委    員   宮内 文久 長野 美和子 三木 由紀子 

教 育 長   阿部 義澄 

事務局長  藤田 佳之 

総括次長  木村 和則 

次  長  横井 敏行 坂本 睦美 

課  長  加藤 京子 横井 邦明 渡辺 環 伊藤 繁次郎 

４．教育長の一般報告 教育長の報告 

４月分行事報告及び５月分行事予定について 

その他 

５．記録者氏名 社会教育課 岡部 文仁 

６．会議の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜議 案＞ 

議案第１７号 新居浜市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 

議案第１８号  平成２５年度新居浜市奨学資金奨学生等の決定に

ついて 

 

＜いじめ、不登校等生徒指導関係について＞ 

 

＜その他＞ 

教育委員会各課の課題・重要事業等について 
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 伊藤委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、定刻がまいりましたので、ただ今から平成２５年第５

回新居浜市教育委員会定例会を開催いたします。 

 本日の会議録署名委員は、宮内委員さんと長野委員さんにお願い

いたします。会期は本日限りといたします。 

 平成２５年第４回定例会会議録の承認につきましては、三木委員

さんと宮内委員さんにご署名をいただいております。 

 それでは、教育長さんの一般報告をお願いいたします。 

 

 それでは、一般報告を行います。資料の２ページをご覧ください。 

 ４月の主な行事についてご報告いたします。 

３日 新規採用教職員着任式が執り行われ､新居浜市内の小中学

校へ２２名の新規採用教員が着任いたしました。また、今年度お世

話になる講師・助教諭の５０名の着任式も執り行われました。児

童・生徒たちにとって最も近い世代として､成長して欲しいと思い

ます。 

５日 平成２５年度学校予算配分説明会が開催され、より有効な

活用に努めていくことをお願いいたしました。昨年度予算より、２

７．５パーセント増加しています。 

６日から７日 平成２５年度運動部活動競技力向上事業が新居

浜商業高等学校体育館で愛知県の桜花学園高等学校バスケットボ

ール部監督の井上真一先生の指導で開催されました。市内の高校生

や中学生が１日につき約１５０名参加し、充実した２日間を過ごし

たと思います。井上先生の「自分の良さを全面的に出し、悪いとこ

ろは出さないように」「練習は試合を想定してしなさい」「バスケッ

トは５人のコミュニケーションをとることが大事です。そのために

は声を出すことです。」「高校生の試合では１クォーター１０分の４

クォーターの４０分の試合です。５人で試合をするので一人約８分

のボールの所持タイムです。残りの３２分のボールを持たない時間

の動きが大事です。」等の考え方が印象に残りました。 

７日 「第３９回新居浜市民歩け歩け大会」が山根グランドと池

田池公園を活用して実施されました。今年は約１５０名の参加でし

た。低気圧の通過のため強風に見舞われ、雨が予想されたため参加

者が少なくなったようです。また、長年、地域体育・スポーツの振

興に貢献されました金子校区神野哲男様をはじめ５名の方々が表

彰されました。 

８日 平成２５年度小学校入学式が各校で実施され、晴れて入学



 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した児童は１，００４名でした。昨年度より、３２名の減少となり

ました。  

新居浜工業高等専門学校の平成２５年度の入学式が実施され、入

学生・編入生・留学生の２３３名が新たに学校生活を開始しました。  

９日 平成２５年度中学校入学式が実施され、新居浜市全体で

１，１４３名の生徒が新入学されました。昨年度より１８名の減少

となりました。新たな目標と希望の実現のために、充実した日々を

過ごしてもらいたいものです。  

１０日 平成２５年度第１回小・中学校長研修会が開催され、新

居浜市の教育等について説明が行われました。また、あすなろ教室

の運営について紹介されました。 

１１日 放課後児童クラブ指導員５８名へ辞令が交付されまし

た。  

教科・教科外主任・助言者合同会が金子小学校と宮西小学校で開

催され､今年度の研修会を円滑に行うため、関係教職員に学校教育

の指針の説明と年間計画の作成をいたしました。また、新居浜市教

育委員会表彰式が行われ、東中学校阪本佳子教諭が表彰されまし

た。生徒指導主事・女子バスケットボール部を全国大会に出場させ

１６位、県中学駅伝競走大会において県優勝に導き、平成２４年度

第２０回全国中学校駅伝競走大会女子の部において第３位に入賞

させました。 

１２日 公民館事業関係事務説明会が持たれました。市内１６館

が移行して３年目となる地域主導型公民館の活動としての地域づ

くりが進展していくことを期待しています。平成２５年度新居浜市

公民館連絡協議会総会が開催され、２４年度の事業報告や決算報

告、２５年度の事業計画や予算が審議され､決定されました。 

１３日 第４５回にいはま春の市民文化祭が美術の部・芸能の部

の第５部までの内容で４月２５日まで華やかに開催されました。美

術の部の書道・日本画・洋画・版画等１１部門で出品者数は４７８

点、入場者２，３５３名、昨年より３７１名の減少、芸能の部の出

場者・入場者は２，６９３名、６６９名の減少でした。 

１６日 新居浜市中学校体育連盟評議員会が開催され参加いた

しました。２０１７年実施予定の愛媛国体に関して、セーリング・

ウエイトリフティングのジュニア養成への協力についてお願いを

いたしました。  

１６日１７日１９日２２日 教育委員会の各課の平成２５年度
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の取組についての教育長ヒアリングが行われました。  

１８日 新居浜市食生活改善推進協議会総会が『私たちの健康は

私たちの手で』とのスローガンを掲げ､約３００名が集まり開催さ

れました。「歯周病と全身とのかかわりについて」の演題で新居浜

市歯科医師会会長松木建二氏の講演が行われました。昭和４８年４

月の協議会結成からの４０周年を記念して、「写真で見る４０年の

歩み・食改アラカルト」では活動の様子が懐かしい写真でつづられ

ていました。 

１９日 平成２５年度新居浜市連合婦人会大会及び第６４回総

会が開催され、長年ご活躍された方々への会長表彰がなされまし

た。その後、前新居浜市長佐々木龍氏から「市長１２年間を振り返

って」の演題で講演が行われました。 

第２３回「新居浜市女性連合協議会」大会が「育てよう 未来 女

性の手で」のスローガンのもとに開催されました。「平成２５年度

予算と新居浜市の動き」との演題で新居浜市長石川勝行氏が講演さ

れました。 

２０日と２７日から２９日 市長旗争奪新居浜市中学校選手権

大会が開催されました。また、２０日と２７日に平成２５年度新居

浜市中学校スポーツトップアスリート事業第１回講習会 バスケ

ットボールが山根総合体育館で開催されました。講師には新居浜商

業高校教諭窪田夕子氏（東アジア競技大会日本代表・ユニバーシア

ード日本代表）に市長旗争奪大会に参加していただき，夏に向け、

今後の課題と練習方法についてコーチングしていただきました。 

２３日 第１回小中学校生徒指導主事会が「いじめ・不登校防止

のために、各校においてどのような工夫、努力しようとしている

か。」のテーマで協議が開催され、大津いじめ第三者委員会報告書

を基に各校で取り組むことを依頼しました。 

子ども読書の日を記念し、子どもの読書を推進する活動が顕著に

優秀と認められる学校、団体として本市から、多喜浜小学校と民話

の里・すみのが選ばれ、文部科学大臣表彰を授与されました。 

２４日 新居浜市総合文化施設建設工事安全祈願祭・起工式が開

催され参加いたしました。市内の小学５年生に総合文化施設をどの

ように活用したいか等の思いの作文を書いてもらい、その代表とし

て、高津小学校篠原栞珠子さん・惣開小学校石田泰輝さんが参加い

たしました。その作文をお手元にお配りしていますので、後ほどご

覧ください。 
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２５日 第１回特別支援教育ハンドブック編集委員会が開催さ

れました。通常の学級で学ぶ特別な支援を必要とする児童生徒に対

する合理的配慮の重要性をかんがみ、市内の小中学校の教職員の手

による特別支援教育にかかるハンドブックを発行することにより、

特別支援教育の一層の充実を目指す目的で編集することになりま

した。編集委員会は５回程度を予定しています。 

２８日 第４２回近県ソフトテニス新居浜大会が開催されまし

た。 

２９日 平成２５年度春祭り剣道大会が武徳殿で開催され､小学

生や中学生､一般の団体と個人の試合がもたれました。小学生代表

の力強い選手宣誓を聞き感動を覚えました。 

３０日 平成２５年度子どもの読書活動優秀実践団体として文

部科学大臣表彰を受賞された「民話の里・すみの」の横川アケミさ

んと直野真寿美さんが、受賞の喜びを報告に、市長を表敬訪問され

ました。「民話の里・すみの」は郷土に根差した民話の保存・伝承、

学校における朝の読書時間の読み聞かせ活動、放課後児童クラブや

放課後子ども教室における子どもの居場所づくりにおいて活動を

継続し、子どもたちの読書活動の活発化に貢献してこられました。

おめでとうございます。 

５月１日 平成２５年度の新居浜市の小・中学生数は、小学校児

童数６，５１９名の２６３学級、中学校生徒数３，４６１名の１２

０学級となりました。これまで新居浜市内の小中学生数は１万人を

超えていましたが、とうとう９，９８０名となり１万人を切ること

になりました。少子化の影響を感じています。 

３日から５日 ２０１３「春はこども天国」事業が銅夢にいはま

を中心として、開催されました。５日には市内３２の保育園・幼稚

園児童の「ぼくのゆめ・わたしのゆめ絵画展」の表彰式が行われま

した。絵画展には８６６点の応募があり、７０点の優秀作品が表彰

されました。昨年より約１００点の増加となりました。 

６日 新居浜市・別子山村合併１０周年記念シンポジウムが開催

されました。新居浜少年少女合唱団の国歌斉唱、新居浜市歌の合唱

から始まり、平成１５年の合併式典の時に埋められたタイムカプセ

ル内に収められた手紙が発表され、「限界集落とは言わせない」の

テーマでパネルディスカッションが行われました。 

７日 平成２５年度の東予教育事務所管理主事・市教育委員会合

同学校訪問が始まりました。７日西中学校、８日高津小学校、９日
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大生院小学校で実施されました。 

県市町教育委員会連合会理事会が開催され、平成２４年度の会

務・決算、会計監査報告がされました。また、平成２５年度の会務・

予算について審議されました。記念講演が「地域に立脚する大学・

学部像」の演題で愛媛大学教育学部長三浦和尚教授が行いました。

なお、本市の伊藤委員長が県市町教育委員会連合会の副委員長に就

任いたしました。 

その他､５月の主な行事予定について報告を申し上げます。 

９日 ふるさと学習現地研修会  

１０日 学力向上推進委員会  

船木小学校訪問 

１１日 平成２５年度新居浜市ＰＴＡ連合会総会  

人権のつどい日  

１２日 第３３回三浦杯少年剣道大会  

少年補導委員協議会総会 

自然漫歩のつどい 

   運動部活動競技力向上事業 

（新居浜商業高校体育館バスケットボール） 

１３日 文化協会総会  

南中学校訪問 

１４日 租税教育推進協議会   

１５日 中体連部活動顧問会  

大生院中学校訪問 

１６日 臨時市議会  

保護司会総会 

１７日 四国都市教育長連絡協議会総会 

 第１回教務主任研修会  

１８日 別子銅山を読む講座「鈴木馬左也」（別子銅山記念図書館） 

１９日 校区運動会  

ＳＳＴ研修会 

２１日 校長会  

２２日 管内教育長会  

２３日 第１回就学指導委員会  

新居浜市青少年センター運営協議会 

   千葉県香取市より行政視察（発達支援課） 

２４日 Ｑ－Ｕ研修会（校長、担当者） 
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 伊藤委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 委員一同 

 

 伊藤委員長 

 

 

 

 阿部教育長 

 

 

 伊藤委員長 

 

 

 

 

 木村総括次長 

 

  

２５日 心理アセスメント学習会 

２８日 「えひめ教育の日」推進会議総会  

市町教育委員会教育長会議 

第２回学校支援員連絡会 

２９日 所管事務概要説明会 

 惣開小学校訪問 

３０日 東中学校訪問 

第２回小・中学校教頭研修会  

３１日 ふれあい運動会（市民体育館）   

以上で、一般報告を終わります。 

 

 ありがとうございました。ただいまの教育長の一般報告について

何かご質問やご意見等はございませんでしょうか。 

 それでは、議案審議に移ります。本日の議案は、第１７号、１８

号の２議案でございますが、１７号は人事案件、１８号は個人の情

報に関する議案でございますので、新居浜市教育委員会会議規則第

３７条の規定により、この会の最後に非公開で審議させていただき

たいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

 

 はい。 

 

 ご異議がないようですので、最後に非公開で審議させていただき

ます。 

 それでは、いじめ、不登校等生徒指導関係に移ります。 

 

お手元の生徒指導関係資料をご覧ください。 

＜資料に基づき説明＞ 

 

 ありがとうございました。ただ今の説明について、何かご質問や

ご意見等はございませんか。 

それでは、その他に移ります。各課の課題・重要事業等について、

社会教育課から順に説明をお願いいたします。 

 

 はい。それでは、平成２５年度新居浜市教育委員会重点事業につ

いてご説明させていただきます。 

 まず、社会教育課からご説明いたします。 



 8 

 

 

 加藤学校教育課長 

 

 

 横井スポーツ文化課長 

 

 

 渡辺発達支援課長 

 

 

 伊藤学校給食課長 

 

 

 

 坂本次長 

   

 

 伊藤委員長 

 

 

 宮内委員 

 

 

 

 木村総括次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資料に基づき説明＞ 

 

学校教育課からご説明いたします。 

 ＜資料に基づき説明＞ 

 

 スポーツ文化課からご説明いたします。 

 ＜資料に基づき説明＞ 

 

 発達支援課からご説明いたします。 

 ＜資料に基づき説明＞ 

 

学校給食課からご説明いたします。学校給食費の未納対策とし

て、まず別表の未納状況からご説明いたします。 

 ＜資料に基づき説明＞ 

 

 図書館からご説明いたします。 

 ＜資料に基づき説明＞ 

 

 ありがとうございました。各課の重要事業についてご説明いただ

きましたが、何かご質問やご意見等はございませんか。 

 

 ２つほどお尋ねしたいのですが、まず社会教育課に公民館主事の

社会教育主事取得の推進の意義と効果について教えていただけな

いでしょうか。 

 

 まず、社会教育主事は２か月ほど大学等で地域社会、地域コミュ

ニティーの推進ということで勉強してきてもらいます。今、市内で

１３名いるのですが、公民館主事につきましても任期があって退職

される方もおりますので、今後更新も行っていきたい。もう１つは、

先ほども少し申し上げたのですが、公民館主事はどうしても配属さ

れた公民館だけの中の事業を推進するという傾向が強いのですが、

同じ社会教育主事を取られた公民館主事同士が横の連携を図って、

市内でこの公民館でいいことは隣の公民館でもまたしたらいいな

ということで、主事のレベルを上げるという意味で社会教育主事を

取得していただく。そういうことが、今後の地域主導型公民館の発

展につながると考えております。 
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 伊藤委員長 

 

 長野委員 

 

 

 わかりました。次は学校教育課にお尋ねしたいのですが、Ｑ－Ｕ

を実施されて、その時の広報と言いますか、結果を学校に通知する

などもう少し詳しくどのように活用するのか教えていただけない

でしょうか。 

 

 今年度は新居浜市学力向上推進委員会の設置をいたしまして、そ

こで３つ実践部会を設置するようにしております。今からですが、

授業力の向上委員会、学習環境委員会、個別支援委員会の３つの組

織を立ち上げまして、Ｑ－Ｕ自体も６月と１１月に実施予定ですの

でその成果を見まして、実際にそれをどのように学習環境、居心地

の良い学級、楽しい学級に活かしていけるかというのを今からみん

なで検討しながら実際の学級経営に活かしていくということでご

ざいます。今すぐにこういう成果が出るというものではございませ

んが、今月、校長と担当職員対象の研修会を開催しまして、勉強し

ていくということになっております。 

 

 補足いたします。Ｑ－Ｕは以前には北中校区と東中校区、南中校

区で実施してきましたので、約４分の１程度は伝わっていると思っ

ていますが、今年度初めて全市的に取り組みますので足並みをそろ

える為に、今課長からの話であったように、まず今月２４日は学校

長と担当者の研修会を行います。そして夏休み中に特別支援教育も

含めて生徒理解ということで、このＱ－Ｕを初めて開設した早稲田

大学の河村教授に来ていただき、全教職員対象に一日研修を全市的

に行います。そして６月に実施したＱ－Ｕの実際の調査が７月末に

は返ってきますので、夏休み中には各学年ごと、または学級担任で

調査研究し、９月１日から子どもたちの方へ活用をしていきます。

１１月に実施した分は冬休み中に見直して３学期に使うという形

でＱ－Ｕの活用をしていきたいと思っています。 

 

 ありがとうございました。 

 

その他、ございませんでしょうか。 

 

 私も２点ほどお願いします。まず学校教育課のふるさと学習につ

いて、２５年度の取組を見ますと中学１年生が８校、２年生が１校、
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 長野委員 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生が１校で、中学校は各学校とも一度は学習に取り組むという

ことになっているのですが、取組方は宿泊を体験したり、一日だけ

などいろいろあるのですが、具体的には旧別子の方や東平の方、遠

登志から上がったり、旧別子の方から上がったりいろいろな取組が

あるとは思うのですがどのようにして行っている学校が多いので

しょうか。昨年も行ったのではないかと思うのですが。 

 

 ふるさと学習については昨年度から取組を始めました。小・中９

か年で新居浜の歴史、または、かつての先人のあゆみを探っていこ

うというようなことで取り組んでいます。小学校３年生、４年生は

「わたしたちの新居浜市」という教師が作った副読本を使っていま

す。そして５年生には、４年生の学習を深める、ふるさと博士にな

ろうというような形の小冊子を作って配布しています。小・中で実

際に自分の足で旧別子から東平、そしてできることなら四阪まで歩

いてみて新居浜の歩みを知る。明治の時に行った植林、今で言う環

境保全、そのようなものを実際に知るということで、一泊や二泊、

また一日といった形で取り組んでいます。その際バス代の補助をす

るようにしています。それにつきましては、中学１年でも３年でも、

学校の行事の中で取り扱ってもらっています。９か年の間で新居浜

の歴史を知るというような取組の仕方をしています。西中または角

野中が一泊なり二泊、他の学校が一泊、一日というようなところで

取り組んでいます。ただ、銅山の里を使いますので、雨天になると

非常に厳しかったり、台風等の後の道路状況など非常に難しい時も

出てくるかもしれませんが、そのような形で新居浜のふるさとを見

つめさせたいという思いで実施しております。 

 

 ありがとうございました。すごくいい事だと思います。西条市は

５年生の子どもたちが石鎚山へ登山をして、わたし達の山、地域の

山を登るというのが定着している事を聞きますし、新居浜も銅山と

いう旧別子も含めて東平のあたり、これも本当に新居浜の原点とな

る地域ということを子どもたちにどこかで体験させる、実感させる

という活動をこれからも続けていただきたいです。しかし、先ほど

教育長さんからの話にも出ましたが、銅山の里が道路状況で非常に

使い勝手が悪い時があるということもあると思いますが、もしその

ような時には、旧別子の方であるならば三島の方から回って行くこ

ともできると思います。私も４月末に行ったのですが、その時のガ
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イドさんが新居浜から中学校２校ほど申し込みを受けていますと

いう話もされていましたけれども、あちらも遺産群がずっとあっ

て、ここから新居浜が始まったのだなと感じられますし、本当に子

どもの足でも十分上がれる所ですし、東平の方へも行けるのであれ

ば下りていくということもできます。昨年始まり、これからいろい

ろ形、やり方も成熟していくと思うのですが、やはり体験として大

事にして、市の方からもたくさん予算をいただいて活用していただ

けるようにこれからもお願いできたらと思います。 

 もう一点よろしいですか。発達支援課の方にお願いします。いろ

いろな講演会や研修会を計画して、新居浜市の発達支援課は本当に

進んだ取組だということで、現場の学校にも本当に大きな支えに今

はなっていると思います。いろいろな研修会をたくさん用意されて

もう何年も継続されているのですが、直接子どもたちに関わる先生

方はもちろん研修会を利用して勉強されているとは思うのですが、

大事なのはそういった先生方たちと、通常の学級であっても学級の

中にはいろいろな子どもたちがいますので、そういう先生たちにそ

ういった研修の内容がどれだけ広がっていくのか、やはりそのあた

りが大事だと思うのですが、このような研修会に参加される先生方

はどのような先生方が多いのでしょうか。一般の先生方もたくさん

参加されているかどうか、もしわかりましたら教えていただけたら

と思います。 

 

 通常の学級の先生たちもかなり参加してくださるようになって

おります。それでもまだまだ心理アセスメントの教室などというこ

とになりますと、かなり専門性が高くなりすぎまして、最初は参加

されている先生もいらっしゃったのですが、発達検査等などとかな

り専門性が高くなるとやはり少し参加が減少傾向でした。今年度は

新たに、基礎からということでなるべく多くの方に参加してもらう

ような取組に変えております。研修を計画しますと多くの教職員の

方が興味・関心を持たれて、特別支援教育の勉強をしたいという強

い意欲を持たれていることを日々感じております。また、今年度は

先ほどご報告いたしましたハンドブックの作成を予定しています。

これにつきましても通常学級の担任の先生が授業展開をしている

中で、発達障がいを持たれた子どもさんへの支援の仕方をテーマに

して、特別支援学級を担任している先生だけではなく、通常の学級

担任教諭も含めて校内委員会を中心にして、学校の先生たちと一緒
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 伊藤委員長 

 

 

 

 

 

 木村総括次長 

 

 

 

 

に交流して事例を出していただこうというような形で取り組んで

おります。支援の工夫によって、普通の学級のクラスの学級運営が

上手くいくかどうかというところを問題提起しながら、ハンドブッ

クを作成しようということになっております。このような取組を通

して、通常学級の先生方への巻き込みと申しますか伝え合いや広が

りのある取組を今後も充実していきたいと思っております。 

 

 少し戻って補足します。まずふるさと学習ですが、昨年５校の中

学校が南校のユネスコ部の子どもたちに依頼をして、東平、旧別子

の案内をしてもらいました。今年もまた南校のユネスコ部の子ども

たちにお願いをする予定です。また、小学校５年生で「ふるさと博

士になろう」の学習をして、６年生の１月に新居浜検定のジュニア

版を全市一斉に受験する予定にしています。そのような形で深めて

いこうと思っています。 

 発達支援課のハンドブックについて、小学校１年生から６年生、

中学校１年生から３年生までの各教科１単元の教材をどう流して

いけばいいのかという形で、小学校１年生では８教科、中学校では

９教科の全部で８０数項目と、通常学級で担任が陥りそうになる事

例を約１００項目、それを市内の各学校がＱ＆Ａ方式で出して集約

していく、新居浜市全教員６６０名での手作りのＱ＆Ａを作ってい

こうというのを発達支援課が取り組んでいます。その為に、各学校

代表１名がハンドブック作成編集委員としています。それを元に学

力向上推進委員会の学習環境部会で取り組んでいくという方式で

いきます。 

 

 よろしいでしょうか。他にご質問等ございませんでしょうか。 

 私の方から何点か教えてください。まず社会教育課ですが、小中

学校の運動場の照明の更新についてですが、平成２４年度に照明が

落下したことがあったと思いますが、それを受けての更新という意

味なのでしょうか。 

 

 委員長が言われるように、昨年春先だったと思うのですが照明器

具の安定器の落下という事故がありまして、その時に小中学校含め

公共施設全ての照明器具の再点検をしました。そして、落下防止の

緊急措置は昨年度させていただいたのですが、落ちた安定器の部分

だけではなく、照明自身の枠、照明を抱えている枠の老朽化が大変
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阿部教育長 

 

 

ひどいということがわかりました。また、全市的にアセットマネジ

メントという長寿命化というものがあるのですが、そのような中に

それを入れまして、照明について特に今年重点的に入ってきたとい

う形になります。事故が発端ではあるのですが、いい方向に進んで

いる事です。 

 

 ありがとうございます。次にスポーツ文化課に２点教えていただ

きたいのですが、文化センターの耐震についての計画を出していた

だいているのですが、市内でその他に教育委員会がスポーツ文化と

して管理している施設、体育館などで耐震の工事ができていない所

はどのくらいあるものなのでしょうか。 

 

 前任者としてお答えします。昨年文化センターの耐震補強工事の

設計委託と調査をさせていただきました。もう一つは市民体育館の

耐震診断の委託を予算化しておりましたが、いろんな事情がありま

して落札にいたっておらず、委託実施ができておりません。予算的

には繰越措置をしまして、今年度再度市民体育館の耐震補強調査と

いうのを予定しています。他の施設につきましては、耐震診断が必

要である規模や建設年度など対象になっておりませんので、今後す

ぐに耐震診断をしなくてはいけないという施設については今のと

ころ他にはございません。 

 

 ありがとうございます。それともう１点なのですが、２０１７年

に国体が予定されていると思うのですが、それに対する取組が今年

度は書かれていないのですが、何かございませんでしょうか。 

 

 国体につきましては、今年度専任の係長を一名設けておりまし

て、その人間を中心にスポーツの方の担当者も手伝いながら、非常

勤一名という体制で今は取り組んでおります。４月、５月初めにつ

きましても愛媛県並びに他市と、来週には東予４市で意見交換をし

ようという会も設置しまして、愛媛県との連絡を取りながら進めて

行っているところでございます。 

 

 少し補足しますと、新居浜市は、セーリング、ウエイトリフティ

ング、サッカー、野球の四種目の会場となります。そのうちセーリ

ングとウエイトリフティングについては全種目を新居浜で行いま
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すが、中体連にはそのような種目はありません。しかし、現在中学

生ではウエイトリフティングは１名、セーリングは３名実際にやっ

ている子どもがいます。またジュニア、小学生ではウエイトリフテ

ィングについてもセーリングについてもしている子どもがいます。

ただ、中学生についてその様な大会に出る場合、教育委員会からの

支援として、中体連の種目は通常日授業に参加しなくても、大会に

参加している場合は公休、出席扱いとしますが、今まで中体連にこ

れらの種目がなかったため、今までは欠席扱いになっていました。

それで２５年度から、選手の養成ということで、そのような子ども

たちを支援するために、保護者または協会が参加する場合は大会要

項を学校長に提出をして、県大会または全国大会など大会内容によ

って中体連の大会に見合うようなものであれば大会への出席を認

め、２５年度からは欠席扱いにはしないというような取り扱いにす

るように推し進めるという意味合いでやっています。また、市内の

高校にはセーリング部が作られるという話も聞いています。 

 

 ありがとうございます。その他、ご意見ご質問等ございませんか。 

それでは各課の課題・重要事業等につきましては閉じさせていただ

きます。 

 その他の報告は、ございませんでしょうか。 

 

 お手元にユネスコスクール勉強会について（案）という資料があ

ると思います。５月２１日１４：００から１５：３０まで市役所５

階大会議室で、文部科学省のユネスコ担当の国際統括官の本村さん

に来ていただいてユネスコスクールについての説明、持続発展教育

（ＥＳＤ）についての説明をしていただきます。できましたら教育

委員さんもご参加していただけたらと思います。なお、小中学校の

校長、新居浜ユネスコ協会の若干名の参加を予定しております。そ

の後の時間に懇談会、今後の取組について意見交換会をしたいと思

っております。できましたら最初の説明会からご参加していただけ

たらと思います。 

 次に、市長旗・杯争奪新居浜市中学校選手権大会の結果をお配り

していますので、後ほどご覧ください。 

 また、高校生の運動部活動競技力向上事業に中学生も参加し、そ

の時の子どもたちの感想をお配りしています。前向きな感想が多い

ので後ほどご覧ください。 
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 もう一つは、４月中の新居浜市の子どもたちの活躍についての新

聞記事を読んでいただけたらと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

ありがとうございました。他に連絡事項等ございませんか。 

 それでは、次回の定例会の開催日を決めさせていただきたいと思

います。６月の定例会は、６月６日木曜日の１５時より開催させて

いただきます。 

 それでは、平成２５年第５回新居浜市教育委員会定例会を一度閉

会いたします。 

 ありがとうございました。 
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